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英名の「アラゴナイト」 

は、最初に発見されたス 

ペインのアラゴン地方に 

ちなんで名づけられた。 

多彩な色を示し、見る方 

向により色が異なるもの 

も存在。紫外線を照射す 

ると、淡い青色、ピンク 

色、黄色の蛍光を放つも 

のがある。 
ガラスのような光沢を持 

ち、ハンマーなどでたた 

くと貝殻状の断口を示す。 

炭酸塩鉱物 
i・~郵ニソ端鵬l柳ミ踏糊 

あられ いし 

霞石 
サンゴにそっくりのものや霞の形を 

したものなど、結晶はさまざまな形 

状であらわれる。また、双晶になる 

と六角柱に見えるものもある。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

硫黄の表面を覆って 

いる柱状結晶の霞石。 

イタリア産。 

サンゴや貝殻の主成分 

と同じ化学組成を持つ。 

また、方解石、フアー 

テライトとも化学組成 

が同じで、同質三像の 

関係にある。 

28-1 1 舞響響舞 舞響響舞舞 舞響舞舞● 舞舞撃響「 



炭酸塩鉱物 
~「~こ鋤“、「二 ！‘審誠磁る，j 

トイタリア産の寵石の結晶。 

同質三像の関係 

霞石は、方解石、ファーテライトと同じ化学組成を 

持っており、見た目もよく似ているが、霞石が斜芳冨紫 

であるのに対し、方解石とフアーテライトは六方晶系だ。 

このように、化学組成が同じで結晶構造が異なる鉱物の 

関係を「同質異像」または「多形」といい、圧力や温度 

などの変化にともない結晶構造を変え、相転移する性質 

がある。なかでも、3種類の鉱物が同質異像の関係にあ 

る場合は、「同質三像」と呼ばれる。ちなみに、方解石 

は16世紀ごろから認識され、霞石は1797年に発見さ 

れたが、フアーテライトは1911年に人工的につくられ 

た後、アイルランド北部で天然のものが産出した。 
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▲結晶が3個連なった気冨b霞石。 
表面に見える線は案線。 
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やサウスダコタ州 

などで産出する。 
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，塊状であらわれた霞石。ルー 

ぺで拡大して見ると、無数 

の小さな結晶からできている 

ことがわかる。 

さまざまな色や形 

霞石の結晶は、無色、白色をはじめとして、褐色、青 

色、黄色、紫色など、幅広い色調であらわれる。形状も 

さまざまで、岩石の隙間からサンゴそっくりの形で産出 

するものは「山サンゴ」、霞に似た豆粒状であらわれる 

ものは「豆石」と呼ばれている。また、蛇紋岩の割れ目 

で程秩ゃ針扶になっている結晶のほとんどは霞石である。 

霞石は傷つきやすいのでアクセサリーには使われない 

が、質の良いものはカボション・カットを施され、見て 

楽しむ襲齢話として利用されている。なお、塩素を含む 

水道水で洗うと損傷してしまうことがあるため、洗浄す 

る場合は蒸雷永が必須だ。 

鉱物名の由来 

霞石の英名「アラゴナイト」は、最初に発見されたス 

ペインのアラゴン地方にちなんで名付けられた。一方、 

和名は、江戸時代に長野県で産出した豆粒のような石を 

霞の形状に似ていることから「駿石」と呼んでいたこと 

が由来。明治時代に入り、この霞状の石はアラゴナイト 

であるとされたが、さらに後になって、アラゴナイトで 

はなく方解石であることが判明した。しかし、当時の名 

残から、「霞石」はアラゴナイトの和名として使用され 

ている。 


